
一宮市芸術文化協会一宮市芸術文化協会一宮市芸術文化協会 IC
H
IN
O
M
IY
A
 A
rt
s 
an
d 
C
ul
tu
re
 A
ss
oc
ia
tio
n

特
集
「
流
行
性
感
冒（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）と
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」

特
集
特
集
「
流
行
性
感
冒（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）と
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」

流
行
性
感
冒（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）と
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」

﹇
エ
ッ
セ
イ
﹈
二
十
年
を
振
り
返
っ
て

エ
ッ
セ
イ
﹈
二
十
年
を
振
り
返
っ
て

詩
部
門
　
一
宮
現
代
詩
協
会
　
青
木
　
小
代
子

詩
部
門
　
一
宮
現
代
詩
協
会
　
青
木
　
小
代
子

第
78
回
一
宮
市
美
術
展
（
報
告
）

第
78
回
一
宮
市
美
術
展
（
報
告
）

回
一
宮
市
美
術
展
（
報
告
）

こ
れ
か
ら
の
催
し

こ
れ
か
ら
の
催
し

こ
れ
か
ら
の
催
し

特
集
「
流
行
性
感
冒（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）と
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」

特
集
「
流
行
性
感
冒（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）と
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」

﹇
エ
ッ
セ
イ
﹈
二
十
年
を
振
り
返
っ
て

詩
部
門
　
一
宮
現
代
詩
協
会
　
青
木
　
小
代
子

第
78
回
一
宮
市
美
術
展
（
報
告
）

第
78
回
一
宮
市
美
術
展
（
報
告
）

こ
れ
か
ら
の
催
し

こ
れ
か
ら
の
催
し

53
2020.12

第　　　号

一
宮
市
芸
術
祭
ア
ル
バ
ム

一
宮
市
芸
術
祭
ア
ル
バ
ム

一
宮
市
芸
術
祭
ア
ル
バ
ム

一
宮
市
芸
術
祭
ア
ル
バ
ム

一
宮
市
芸
術
祭
ア
ル
バ
ム

シベリア出兵記念碑（玉野八劍神社）シベリア出兵記念碑（玉野八劍神社）シベリア出兵記念碑（玉野八劍神社）



 
「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
一
九
一
八
年（
大
正
七
年
）〜
一
九
二
〇
年（
大
正

九
年
）に
世
界
中
で
大
流
行
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
は
日
本
で
は

「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
と
称
さ
れ
ま
す
。
当
時
は
第

一
次
世
界
大
戦
中
で
交
戦
国
双
方
が
情
報
を
隠
し

続
け
、
中
立
国
ス
ペ
イ
ン
の
情
報
か
ら
世
界
に
知

れ
渡
り
命
名
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
国
内
で
は
「
流

行
性
感
冒
」
と
記
さ
れ
ま
し
た
。「
感
冒
」
と
は
風

邪
の
意
味
で
す
。「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
に
は
三
回
の

流
行
が
あ
り
、
一
回
目
の
流
行
は
大
正
七
年
八
月

〜
翌
大
正
八
年
四
月
ま
で
流
行
が
拡
大
し
、
初
夏

に
な
る
と
収
束
し
ま
し
た
。
二
回
目
の
流
行
は
十

月
以
降
に
再
び
感
染
が
拡
大
し
、
翌
年
の
春
ま
で

続
き
ま
し
た
。
二
回
目
の
流
行
は
死
亡
率
が
高
い

の
が
特
徴
で
し
た
。
三
回
目
は
小
規
模
で
、
大
正

九
年
九
月
下
旬
か
ら
翌
年
春
頃
ま
で
で
し
た
。
人

が
密
集
す
る
軍
隊
の
兵
舎
や
工
場
、
学
校
で
の
感

染
が
拡
大
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
で
の
死
者
は
四

十
五
万
人
を
超
え
た
と
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

　
愛
知
県
中
島
郡
朝
日
村
は
、
明
治
三
十
九
年
、

明
地
、
玉
野
、
上
祖
父
江
、
祐
賀
（
現
在
の
祐
久

と
東
加
賀
野
井
）
の
四
村
と
大
徳
村
の
一
部
（
蓮

池
　
西
萩
原
）
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
村
で
す
。

朝
日
村
が
発
行
し
た
朝
日
村
報
か
ら
、「
ス
ペ
イ
ン

風
邪
」
の
流
行
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
は
、
平
穏
な
農
村
だ
っ
た

朝
日
村
に
も
襲
い
か
か
り
ま
し
た
。
朝
日
尋
常
高

等
小
学
校
（
現
朝
日
東
小
学
校
）
で
は
十
一
月
一

日
に
は
十
人
、
二
日
に
は
二
十
三
人
、
三
日
に
は

百
人
、
四
日
に
は
二
百
六
人
と
感
染
が
拡
大
し
、

十
一
月
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
休
校
と
な
り
ま
し

た
。
西
朝
日
尋
常
小
学
校
で
も
多
数
の
児
童
生
徒

が
感
染
し
、
五
日
か
ら
十
一
日
間
休
校
に
な
り
ま

し
た
。
朝
日
村
の
生
徒
六
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

大
正
八
年
二
月
の
村
報
に
は
、
朝
日
村
の
小
学
生

一
〇
八
二
人
中
、
八
〇
七
人
が
感
染
し
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
末
に
『
一
宮
市
史
』
を
執
筆
し
た
飯
田
吉

之
助
は
、「
人
は
感
染
を
防
ぐ
為
め
口
に
マ
ス
ク
を

当
て
ゝ
相
往
来
し
、
到
る
所
夥
し
き
死
亡
者
を
出

し
」
と
記
し
て
お
り
、『
起
町
史
』
に
も
「
町
民
殆

か
ん
ぼ
う

め
い
　

ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
　

が

流
行
性
感
冒

流
行
性
感
冒
（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）
と

（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）
と

シ
ベ
リ
ア
出
兵

シ
ベ
リ
ア
出
兵

流
行
性
感
冒
（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）
と

シ
ベ
リ
ア
出
兵

▲朝日村報朝日村報

　
　
　
朝
日
村
で
の
感
染
拡
大
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流
行
性
感
冒
予
防
心
得（
一
部
）

病
人
・
病
人
ら
し
い
者
、
咳
す
る
者
に
は

近
寄
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

沢
山
人
の
集
ま
っ
て
い
る
所
に
立
入
る
な
。

時
節
柄
芝
居
、
寄
席
、
活
動
写
真
な
ど
に

は
行
か
ぬ
方
が
よ
い
。

人
の
集
ま
っ
て
い
る
場
所
、
電
車
、
汽
車

な
ど
の
中
で
は
マ
ス
ク
を
掛
け
、そ
れ
で

な
く
は
鼻
口
を
ハ
ン
カ
チ
か
手
拭
等
で

軽
く
被
ひ
な
さ
い
。

　
　
※
一
部
語
句
を
修
正
し
て
い
ま
す
。

ど
全
部
罹
病
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
旧
一
宮
町
（
大

正
十
年
よ
り
一
宮
市
）
や
旧
起
町
と
い
っ
た
市
街

地
で
も
か
な
り
蔓
延
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
よ
う
で
す
。
大
正
八
年
に
な
り
、
内
務
省
衛
生

局
が
国
内
に
感
染
拡
大
の
防
止
策
「
流
行
性
感
冒

予
防
心
得
」
を
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
現

在
の
感
染
症
対
策
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
も
の

で
し
た
。

　　
感
染
が
特
に
目
立
っ
た
の
は
軍
隊
で
し
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
の
戦
場
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
や
フ
ラ

ン
ス
で
も
蔓
延
し
ま
し
た
。
す
で
に
国
内
で
も
、

大
正
七
年
六
〜
七
月
に
は
各
師
団
・
連
隊
駐
屯
地

で
感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
死
者
は

少
な
く
、
七
月
下
旬
に
は
小
康
状
態
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
中
、
日
本
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
決
断
し

ま
し
た
。
名
古
屋
の
第
三
師
団
に
動
員
命
令
が
出

た
の
は
八
月
下
旬
で
し
た
。
九
月
に
名
古
屋
を
出

発
し
、
シ
ベ
リ
ア
に
入
り
ま
し
た
。
シ
ベ
リ
ア
で

は
様
々
な
病
気
が
派
遣
軍
を
襲
い
ま
し
た
。
シ
ベ

リ
ア
出
兵
は
戦
闘
が
局
地
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

出
征
将
兵
の
戦
病
死
者
の
内
、
ほ
と
ん
ど
が
病
死

で
す
。
地
元
新
聞
の
「
新
愛
知
」（
十
月
十
日
）
に

は
、
十
月
四
日
に
丹
陽
村
出
身
の
輜
重
兵
（
輸
送

を
任
務
と
す
る
兵
）
が
流
行
性
感
冒
で
死
亡
し
た

こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
朝
日
村
か
ら
は
五
十
九
人
が
出
征
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
十
九
日
に
朝
日
村
明
地
（
吉
藤
）
か
ら
出

征
し
た
騎
兵
上
等
兵
が
、
ベ
リ
ヨ
ゾ
フ
カ
の
病
院

で
流
行
性
感
冒
に
よ
り
死
亡
し
ま
し
た
。
十
月
二

十
三
日
に
は
同
じ
朝
日
村
の
兵
士
と
会
話
し
て
お

り
、
一
ヶ
月
も
経
た
な
い
内
に
死
亡
し
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
朝
日
村
か
ら
は
、
他
に
も
三
名
の
病
死
者
が
出

て
い
ま
す
。
内
地
の
病
院
で
病
死
と
記
さ
れ
て
お

り
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
す
。

一
宮
町
か
ら
は
四
名
戦
病
死
者
の
内
一
名
が
流
行

性
感
冒
で
死
亡
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

千
秋
村
で
は
兵
士
一
名
が
病
死
（
病
名
は
不
明
）

し
て
い
ま
す
。

　
当
時
は
こ
の
流
行
病
の
正
体
が
分
か
ら
ず
、
人
々

は
有
効
な
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
　

学
芸
員
　

宮
川
充
史
）

　■
主
要
参
考
文
献

　
内
務
省
衛
生
局『
流
行
性
感
冒
』

（
平
凡
社
　
二
〇
〇
八
）

　
速
水
融『
日
本
を
襲
っ
た
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
』

（
藤
原
書
店
　
二
〇
〇
六
）

し
　

ち
ょ
う

へ
い

　
　
　
シ
ベ
リ
ア
出
兵
と
流
行
性
感
冒
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一
宮
現
代
詩
協
会
の
初
代
代
表
者
の

故
・
稲
葉
忠
行
氏
の
後
、
私
が
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
、
二
十
年
が
経
ち
ま
す
。

無
我
夢
中
で
し
た
。
年
々
、
詩
に
対
す

る
思
い
が
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
く
る
の

を
感
じ
ま
し
た
。
市
民
文
芸
集
の
『
い

ち
の
み
や
文
芸
』
に
投
稿
し
、
編
集
に

携
わ
る
こ
と
二
十
年
、
二
十
冊
並
び
ま

し
た
。

　

詩
と
い
え
ど
も
、
文
化
活
動
の
一
環

と
し
て
、
地
域
社
会
に
働
き
か
け
て
い

る
わ
け
で
す
。
尊
い
作
業
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
に
語
り

か
け
て
生
涯
学
び
続
け
て
い
き
た
い
と

の
思
い
で
し
た
。

　

一
宮
現
代
詩
協
会
は
、
昭
和
四
十
五

年
に
詩
集
を
上
梓
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

詩
が
好
き
な
仲
間
が
集
ま
っ
た
団
体
で

す
。
活
動
当
初
、
十
七
歳
か
ら
九
十
二

歳
ま
で
幅
広
く
、
勉
強
熱
心
な
人
が
集

ま
り
、
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
真
剣
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

毎
年
秋
に
、
一
宮
市
芸
術
祭
参
加
事

業
「
一
宮
現
代
詩
祭
」
を
一
宮
ス
ポ
ー

ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
を
掲
げ
て
臨
み
ま
す
。
豊
か
な

感
性
を
磨
く
、
新
し
い
力
、
新
し
い
表

現
な
ど
詩
の
朗
読
の
後
、
詩
の
合
評
を

行
い
ま
す
。
詩
以
外
に
も
趣
向
を
変
え

て
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、
合
唱
、
ハ
ー
モ
ニ

カ
や
キ
ー
ボ
ー
ド
、
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
、

腹
話
術
な
ど
も
行
い
、
目
と
耳
で
楽
し

ま
せ
て
く
れ
、
皆
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

最
後
に
記
念
写
真
の
撮
影
を
し
、
充
実

し
た
詩
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
同
人
誌
『
お
り
づ
る

蘭
』
も
有
志
で
七
号
ま
で
発
行
、
編
集

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
々
に

配
布
し
た
、
心
の
宝
物
で
す
。

　

詩
を
書
く
と
い
う
こ
と
、
生
き
る
と

い
う
こ
と
、
心
に
浮
か
ん
で
く
る
事
を

そ
の
ま
ま
素
直
に
書
く
、
内
に
秘
め
た

思
い
を
淡
々
と
書
く
、
心
は
自
由
に
幸

せ
な
境
涯
で
す
。

　

丁
度
十
年
目
に
さ
し
か
か
っ
た
頃
、

八
十
歳
以
上
の
会
員
全
員
に
表
彰
状
を

作
成
し
ま
し
た
。
現
代
詩
祭
に
て
、
加

藤
昌
義
芸
術
文
化
協
会
会
長
（
当
時
）

か
ら
手
渡
し
て
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。
ま
た
、
芸
術
文
化
協
会

の
懇
親
会
で
は
、
谷
一
夫
市
長
（
当

時
）
を
囲
ん
で
理
事
一
同
写
真
撮
影
に

お
さ
ま
っ
た
こ
と
は
二
重
の
歓
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
、
五
年
前
に
右
大
腿
骨
、

左
大
腿
骨
を
骨
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
も
医
師
の
許
可
を
取
り
、
病

院
か
ら
抜
け
出
し
、
現
代
詩
祭
に
出
席

し
ま
し
た
。
何
が
あ
っ
て
も
出
席
し
た

い
と
の
一
念
で
、
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化

セ
ン
タ
ー
に
馳
せ
参
じ
た
の
で
す
。
無

事
一
日
が
終
え
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
も
心
配
を
お
か
け
し
ま
し

た
が
、
す
べ
て
や
り
切
っ
た
と
い
う
満

足
感
、
本
当
に
感
謝
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

二
十
年
を
振
り
返
っ
て

　
　

詩
部
門　

一
宮
現
代
詩
協
会　

青
木　

小
代
子

エッセイ 

同人誌『おりづる蘭』

一宮現代詩祭にて集合写真

　

お
り
づ
る
蘭　
　
　

あ
お
き　

さ
よ
こ　

お
り
づ
る
蘭
に
心
を
奪
わ
れ
た　

あ
の
日

　

真
夏
の
太
陽
が　

燦
燦
と
照
り
つ
け
る

　

た
わ
わ
に
垂
れ
て
い
た　

蘭
の
こ
ど
も

　

緑
と
白
の
清
々
し
い
葉

　

際
限
な
く
広
が
っ
て
い
く　

力

　

お
り
づ
る
蘭
の　

ひ
と
か
ぶ

　
　

そ
れ
は
私
た
ち

独
り
が　

一
人
の
宝
塔
を
開
き

　

拡
大
へ
…
…

詩
は
庶
民
の
文
化
な
の
だ
か
ら

　

あ
る
が
ま
ま　

受
け
入
れ
る

詩
心
は
豊
か
に　

心
を
耕
す

と
き
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
自
分
を
発
見
す
る

　

ペ
ン
を
握
り
し
め

す
べ
て
命
あ
る
も
の

　

し
っ
か
と
受
け
入
れ　

書
く

自
分
ら
し
さ
を　

発
揮
で
き
る
の
は

　

こ
の
世
界
な
の
だ
と
思
う

自
分
の
内
に
漂
っ
て
い
る

　

言
葉
に
で
き
な
い
で
い
る

　
　

自
分
か
ら
理
解
す
る
…
…

潜
在
意
識
を　

じ
っ
と
見
つ
め
る

心
は　

ど
の
よ
う
に
で
も
働
く

ふ
か
い　

深
い
思
い
が

　

白
い
紙
に　

投
影
さ
れ
る
か
ら

（
以
下
略
）

『
い
ち
の
み
や
文
芸　

』
よ
り　

2018
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月　

日
ª
〜　

日
∂
ま
で
、
一
宮

１１

１３

１５

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第　

回
７８

一
宮
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
を
中
心
に
近
隣
市
町
村
や
県
外
か

ら
も
多
数
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
審
査
の

結
果
、
入
賞
と
な
っ
た
１
７
５
作
品
を

は
じ
め
４
２
６
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
会
期
を
３
日

間
に
短
縮
し
、
種
目
別
解
説
や
表
彰
式

も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
約
３
、
０
０
０
名
の
方

々
が
来
場
さ
れ
、
作
者
の
熱
い
思
い
が

詰
ま
っ
た
作
品
を
熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
金
曜
日
は
終
了
時

間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
、
お
仕
事

帰
り
の
方
な
ど
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
で
市
長
賞
、
教
育
委
員
会
賞

を
受
賞
さ
れ
た
方
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
同
一
種
目
内
で
の
掲
載
順

は
順
不
同
で
す
。 

（
敬
称
略
）

市
長
賞

　

田

中

峰

子

教
育
委
員
会
賞

　

坂

倉

敏

雄

市
長
賞

　

伊

藤　

裕　
　

岩

田 
恵
美
子

　

福

岡

由

那

教
育
委
員
会
賞

　

小

菅　

修　
　

桜

井

暁

子

　

島

田 
カ
ズ
コ

市
長
賞

　

樋

口

勝

彦

教
育
委
員
会
賞

　

堀

部 
美
奈
子

市
長
賞

　

丹

慶

哲

宏

教
育
委
員
会
賞

　

小

崎 
千
恵
子

市
長
賞

　

松

岡

里

奈

教
育
委
員
会
賞

　

吉

田 
千
杜
子 

市
長
賞

　

尾

関

明

美　
　

春
日
井 
澄

ã

　

山

内

山

抱

教
育
委
員
会
賞

　

後

藤

柳

月　
　

佐

合

華

婉

　

内

藤

春

翠　
　

平

岩

幸

子

市
長
賞

　

成

瀬

憲

司

教
育
委
員
会
賞

　

籠

橋

定

省　
　

橋

本

秀

子

　

山

内

敏

且

78

市
長
賞
受
賞
作
品
は
一
宮
市
博
物
館
で

行
わ
れ
る
「
一
宮
市
現
代
作
家
美
術
秀

選
展
」（
令
和
３
年
３
月　

日 

〜
４
月

２０

４
日
∂
）
で
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

日　

本　

画

洋　
　
　

画

彫
刻
・
立
体

写　
　
　

真

書

工　
　
　

芸

デ
ザ
イ
ン
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【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼　

月　

日
º
・
１
月　

日
º

１２

２６

２３

２
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２７

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
１
月　

日
∏
・
２
月
２
日
∏

１９

３
月
２
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
１
月
９
日
º
・
２
月　

日
º

１３

３
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１３

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

１０

１４

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１４

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の

５
日
前
ま
で
に
電
話
で

生
涯
学
習
課

（
A　

―
７
０
７
５
）

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）７
５
９
８

４４

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

２４

２８

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の

５
日
前
ま
で
に
電
話
で

生
涯
学
習
課

（
A　

―
７
０
７
５
）

８５

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２４

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
ど
な
た
で
も（
大
会
に
先
立

ち
１
月
８
日
ª
ま
で
に
ハ
ガ

キ
に
て
雑
詠
１
首
提
出
）。

見
学
無
料

参
加
料
▼
無
料

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
掲
載
し
て

い
る
催
し
・
教
室
な
ど
は
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催
状
況
は
、

問
合
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

『
令
和
２
年
度
（
公
社
）
中
部
日
本

書
道
会
一
宮
支
部
講
演
会
』

　

今
年
度
の
開
催
見
送
り

『
市
民
俳
句
教
室
』

　

当
面
の
間
、
開
催
中
止
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『
濤
聲
會
定
例
会
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
新
年
短
歌
大
会
』

［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）

　　　　　　　〒491－8501　愛知県一宮市本町２丁目５番６号

　　　　　　　TE L  0 5 8 6 －8 5 －7 0 7 5　／　FAX  0 5 8 6 －7 3 －9 2 1 3

［題　　 字］武 　 山 　 翠 　 屋

［編集・発行］一宮市芸術文化協会

《
加
入
団
体
の
催
し
》 「森の精霊」 下田 心一

『加入団体の催し』欄に情報を　 
　掲載しませんか？ 

このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体の活動情報を募集します。 
掲載を希望される団体は、発行月３・６・８・12月の前々月15日までに、 
下記の必要事項を任意の様式にて記入の上、事務局まで提出してください。 

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号　④日時　⑤会場 
⑥対象　⑦参加料　⑧申込方法　⑨その他必要事項 
〒491－8501 一宮市芸術文化協会事務局（住所不要） 
または　FAX 0586－73－9213

必要事項 

提 出 先 

　

催
し
中
止
の
お
知
ら
せ


